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Abstract –This study was discussed the relationship between the decline of cognitive functions and the difficulty 
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1. はじめに 
 
急激な高齢化社会の中で，高齢者の自立した生活

を支援する取り組みを進め，高齢者の生活の質

（Quality of Life：QOL）を向上させることが求めら

れている。 
家庭の中での高齢者の自立した生活を支援する

一つの取り組みとして，高齢者の生活を支える様々

な機器の高齢者対応がある．高齢者が家庭の中で利

用する機器は，洗濯機や冷蔵庫，電話といった家電

機器，テレビやビデオといったAV機器などがある．

これらの機器は，近年，急速に発展している IT 技

術によって情報化された特徴がある．これらの情報

化された機器は，情報家電機器と呼ばれている。情

報家電機器は，新たなサービスを提供する可能性が

あるが，これまでの機器よりも操作が複雑化してい

る特徴が挙げられる。その結果，多くの人がそれら

の機器に対して「使いにくさ」を感じている現状が

ある [1] 。 
さらに近年の家庭の中には，これらの情報家電機

器だけでなく，インターネットに接続されたパーソ

ナルコンピュータが広く普及し，多くの人が家庭の

中で Web サイトを利用した活動を行えるようにな

った。 
多くの家庭の中に，インターネットに接続された

パーソナルコンピュータが普及した理由の一つと

して，既存のサービスが，インターネット上へ展開，

もしくは，移行しつつある現状が挙げられる。その

例としては，ネットバンキング，証券，自治体の公

共サービス，ショッピングなどが挙げられる。その

結果，高齢者を含むすべての人たちが，Web サイト

を経由したサービスへアクセスせざるを得ない状

況，もしくは，アクセスすることでメリットが得ら

れる状況になってきていると考えられる。 
しかしながら，現状の多くの Web サイトのイン

タフェースについて，高齢者を含むすべてのユーザ

が「使いにくい」と感じることが多いのが現状であ

る。そのため，必ずしも，すべての人が Web サイ

トを経由したサービスを享受できてない。特に，高

齢者ユーザにおいては，その状況は顕著であり，近

年，デジタルデバイドと呼ばれる状況が生まれてい

る。 
高齢者ユーザが，困難なく Web サイトを利用す

るインタフェースデザインを提案することが可能

になれば，高齢者が在宅でも，様々なサービスを享

受できるようになり，高齢者ユーザの QOL を高め

ることに繋がると考えられる[2]。 
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2. 高齢者の Web サイトの困難さを捉える質的な

分析の必要性 
 
これまでの Web サイトのユーザビリティ調査に

おいては，単純に複数のインタフェースの操作をユ

ーザに求め，その結果，得られた Web サイト間の

「操作時間」，「操作エラー」を比較することで，各

サイトの良し悪しを見いだそうとする方法が採用

されることが多い。 
しかしながら，高齢者ユーザの Web サイトの操

作において，「なぜ」操作時間が長くなったのか，

「なぜ」操作を間違ったのかという，それぞれの質

的な理由については，この単純な比較だけでは十分

に捉えることができない。なぜなら，機能低下によ

ってエラーの生起理由が異なるからである． 
高齢者ユーザの操作上の困難さの「質的な理由」

を捉えていくことは，困難さの使いにくさの生起メ

カニズムを明らかにし，ユーザビリティを向上させ

るだけでなく，最終的には，「根拠のある使いやす

い Web サイトのインタフェースデザインの提案」，

「根拠のあるサポート方法の提案」に結びつけるこ

とが可能であると考えられる。 
 
3. 高齢者ユーザの Web サイトの操作の特徴を捉

える新たな視点 
 
高齢者は，身体的・心理的側面において，若年者

とは異なる様々な特徴を持っている。さらに，それ

らの機能の個人差が大きいことが知られている[3]。

そのため，本研究では，Web サイトの利用する高齢

者ユーザの像をあらかじめ想定し，その層のユーザ

についての Web 操作の特徴を捉える視点を提案す

る。 
本研究において想定する高齢者ユーザは，1) 身

体的側面において健常，2) Web 操作のモチベーシ

ョンが有る，3) PC の基本的な操作知識がある，

といった特徴を持つユーザ層である。 
例えば，1)については，モニター画面を見ること

にそれほど困難を感じていない，身体的にマウス・

キーボードを操作することに問題がないユーザで

ある。2)については，Web サイトを経由した何らか

の情報サービスを受けたい，もしくは興味があると

考えるユーザである。3)については，例えば，リン

クやボタンを操作上の意味がわかる，マウスを使っ

て操作するということを理解しているユーザであ

る。これらのユーザの特徴は，現状において，Web
サイトを利用する，もしくは，利用したいと考える

ユーザ層と一致すると考えられよう。 
本研究では，このようなユーザ層に属する高齢者

ユーザが，「操作において自分では操作できると思

っていたにも関わらず，操作で迷ったり，操作がう

まくできなかった場合」の操作の特徴を捉え，その

生起原因を捉えるための視点を提案する。 
本研究が提案する視点は，「高齢者個人の認知機

能の低下パターンと操作の特徴を結びつけ，操作で

生じた困難の生起メカニズムを考える視点」である。 
高齢者の高次認知機能は，加齢に伴い様々なパタ

ーンで低下することが報告されている[3]。北島ら

(2008)[4]は，特定の認知機能低下パターンを持った

高齢者が，それぞれ異なる駅の行動特徴を示すこと

を報告している。高齢者の認知機能の低下パターン

と機器の操作の際の困難を結びつけることで，これ

まで，明確にならなかった操作上の困難の生起メカ

ニズムを，認知機能低下との関係から，より質的に

分析することが可能になる。 
 
4. Web 操作に関わる高次認知機能と加齢変化 

 
北島ら（2008）[4]，熊田・須藤・日比（2009）[5]，

須藤ら(投稿中)[1]，は，高齢者の人工物・情報機器

の操作に関与する主要な認知機能として，1) 注意，

2)作業記憶，3)プランニング機能の 3 機能を提案し

ている。 
これらの認知機能は，その時点，時点での操作行

動の目標に適合する情報を外界から選択し，適切な

処理を施し，操作目標に適合した行為を行い，その

結果を評価するという一連の行動のサイクルの中

心的な役割を担うと考えられる。 
ここでは，各機能がどのような認知活動を支えて

いる機能なのか，加齢によってどのような機能変化

が生じるのかを説明する。 
 
注意：注意とは，ノイズ情報の中からその時点で

の行動目標に合った情報を選択する機能である。ノ

イズの中から行動目標とした情報を選択する機能

は，特に，加齢によって，行動目標に関連しない情

報を無視することが困難となり，結果的に行動目標

に関連する報の発見が遅れることが知られている。

日常生活では，注意機能の低下によって，サインの

見落としなどがおきる。 
 
作業記憶：作業記憶とは，ある一連の行動が行わ

れる間だけ情報を保持しておくための機能である。

また，ある情報を，行動の目標に合わせて記憶の中

だけで処理する機能も含まれる。昔の出来事や，以

前に会った人の名前などを覚えている長期記憶（エ

ピソード記憶）とは異なり，作業記憶は，ある行動

に必要な情報をその間だけ覚えておく機能である



ため，この機能の低下は「物忘れ」とは異なる。加

齢に伴い，日常生活では，作業記憶の低下は，行動

目標の保持などに関与しているため，作業記憶の機

能低下は，行動目標の健忘（ゴール健忘）などを引

き起こす。 
 
プランニング機能：プランニング機能とは，現時

点での行動目標を達成するのに必要な下位目標を

適切に設定し，達成されるまではその下位目標を維

持し，その目標が達成されたら次に下位目標を設定

する，というサイクルを逐次的に実行していく機能

である。あらかじめ，正しく下位目標が設定出来れ

ば，最終的な行動目標を達成することは困難ではな

い。しかし，加齢に伴い，プランニング機能が低下

することで，下位目標が正しく設定されず，最終的

な行動目標が達成出来ない，あるいは，行動目標の

遂行に時間がかかるなどの困難が生じる可能性が

ある。 
 
以上の 3 つの認知機能の低下について，情報機器

の操作との関連が検討され，熊田ら（2009）[5]にお

いては，情報機器の操作における各認知機能の役割

が以下のように提案されている。 
 
注意：機器のインタフェースの物理的表面上で，

操作に必要な情報を探索する過程に関与 
 
作業記憶：操作目標(主目標，副目標)を常に維持

し続ける過程に関与。操作目標の理解。画面や操作

部から抽出した情報を維持し続ける過程に関与 
 
プランニング機能：操作目標を設定し，操作系列

を組み立てる過程に関与 
 
Web サイトの操作においても，上記の認知機能が

それぞれ同様の操作過程において関与していると

考えることができよう。しかしながら，Web サイト

は他の情報機器と異なり，画面に表示されたコンテ

ンツを操作するという特徴がある。そのため，他の

機器とは異なる独自の特徴を持っている可能性が

考えられる。 
そこで，高齢者の Web サイトの操作における認

知機能の役割をより明確に捉えるために，現在のサ

イトの特徴について検討する。 
 
5. 現在の Web サイトの操作過程の特徴 

Web サイトのインタフェースは，ハードウェア上

の制約が少なく，かなりデザインの自由度が高い。

例えば，Yahoo のような検索サイトでは，検索窓，

検索カテゴリのリンク，ニュース情報のテキスト，

広告などが多数表示されている（図 1）。このよう

な画面デザインの自由度の高さからは， 
 
1) 画面上に表示されるオブジェクトが多い 
2) 画面上に表示されるオブジェクトの種類が

多様である 
 
という特徴が指摘できる。 

 
図 1 検索サイトの例 

Figure 1, a sample of web-site. 
 
次に，ハイパーリンク機能を利用してサイトの構

成がなされていることも，Web サイトのインタフェ

ースの特徴である。近年のサイトは，各サイトが

様々な機能を持たせることができるために，画面上

に表示されるリンクがさらに多くなっているとい

う特徴がある。例えば，ネットバンキングでは，口

座の残高確認，振り込み，外貨預金の操作，クレジ

ットカード口座など，多様な機能が搭載されている。

このような機能の多さ，すなわちリンクの多さから

は， 
 
3)操作の選択肢が多い 
4)目標空間が複雑，かつ，広い 
 
という特徴を見いだすことができる。また，Web

サイトの操作過程を見ると，操作目標ごとに操作画

面が用意されているという特徴が見いだされる。 
 
5) 副目標が明確に設定される 
6) 副目標の数が多い 

 
以上の特徴において，各認知機能がどのように関

与しているのかを考える必要がある。 
 
6. Web サイトの操作過程の特徴と各認知機能の

関係 
 



ここでは，これまでの情報機器の操作と認知機能

の関係を検討した研究で得られた知見にもとづき，

Web サイトの操作の特徴と高齢者の認知機能との

関係についての仮説を提案する。 
仮説は表 1に示した。表 1における操作要素とは，

前述の Web サイトの操作の特徴を踏まえて抽出さ

れた操作系列の中で求められる認知的な活動と考

えられる。各要素に対して，主に関与していると考

えられる認知機能を，これまでの研究[2],[4],[5],[6]にも

とづき，それぞれ結びつけた。  
 
7. 今後の展開 
  

本研究では，Web サイトにおける各操作の特徴と，

その操作に主に関与すると考えられる認知活動に

ついての関係性を示すモデルの仮説を提案した。本

研究では，このモデルの実験的な検証は行えなかっ

た。このモデルの仮説の検証として，実験的な研究

を行う必要がある．そこで，高齢者に対する Web
操作実験を鈴木ら(2009)[7]において行い，モデルの

検証を行うこととする． 
鈴木ら(2009)[7]では，AIST 式認知加齢検査を用い

て，高齢者個人の認知機能を測定して，それぞれの

認知機能が 1 機能のみが低下し，他の機能は高い機

能を維持している群を抽出し，それらの群の Web
操作の行動を観察する研究を行なった。この方法を

採用することで，各認知機能の機能低下と Web 操

作の特徴をより純粋に抽出し，関係性を導き出すこ

とができるだろう。 
本研究で考えられた仮説を裏付けるデータが得

られるのであれば，Web サイトのインタフェースの

改善案についても，本研究のモデルの枠組みの中で

議論して言うことが可能になると考えられる。 
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表 1. Web サイトの操作要素と認知機能の関連 
Table1. The relationship between operations of web-site and declines of cognitive functions 

操作要素 主に関与している認知機能 Webサイトの操作での特徴

1 主目標を設定する
プランニング機能
作業記憶 Webサイトの操作全般に

関与
2 主目標から操作系列を組み

立てる
プランニング機能

3 副（下位）目標の設定 作業記憶

オブジェクト（ドロップダウ
ンリスト，ボタン）の操作4 副（下位）目標から操作系列の組

み立てる
プランニング機能

5 操作対象オブジェクトの探
索・照合

注意機能
作業記憶

オブジェクト（テキストリン
ク）の探索・操作

6 操作系列の実行 作業記憶
テキストボックスへの文字
の入力7 操作部（マウス・キーボード）

の操作
注意機能
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